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【【【【  開発した技技術の特長 】 
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川崎地質の世界最先端の路面下空洞探査技術で撮影される膨大なレーダー画像の解析処理を、富士通が 2017

年 4 月より提供開始したディープラーニング基盤サービス「Zinrai ディープラーニング」により画像解析を行います。

レーダー反射の変化で波形として現れる画像を機械学習し、空洞か下水道管か、AI が判別していきます。 

空洞判定の検証を行った結果、従来の専門技術者による目視で行った場合と比較し、AI による空洞探査は、画像

データから的確に空洞であることを判別できたほか、10 分の 1 の時間で解析できました。 

 

【 今後の展開 】 

今後、川崎地質は、AI による路面下空洞探査に、富士通交通・道路データサービスが提供する調査位置などを一

元的に可視化するサービスとの連携や地中レーダー探査装置の小型軽量化を進め、自治体などを含めて広く自動

計測作業ができるサービスを目指し、より効率的な道路維持管理を支援していきます。 

また、日本国内に限らず、世界的に社会課題となっている道路の陥没において、川崎地質の最先端の路面下空

洞探査技術をグローバルに展開していきます。 

 

【 関連リンク 】 

•川崎地質株式会社 

http://www.kge.co.jp/ 

•株式会社富士通交通・道路データサービス  

http://www.fujitsu.com/jp/ftrd/ 

•道路パトロール支援サービス商品情報ページ  

http://www.fujitsu.com/jp/group/ftrd/services/road/patrol/ 

・FUJITSU Human Centric AI Zinrai  

http://www.fujitsu.com/jp/solutions/business-technology/ai/ai-zinrai/index.html 

【 商標について 】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

 

【 注釈 】 

(注1) 川崎地質株式会社：本社 東京都港区、代表取締役社長 坂上敏彦。 

(注2) 富士通株式会社：本社 東京都港区、代表取締役社長 田中達也。 

(注3) 株式会社富士通交通・道路データサービス：本社 東京都港区、代表取締役社長 島田孝司。 

 

以		上	

≪報道関係者お問い合わせ先≫ 

川崎地質株式会社  

戦略企画本部（担当：沼宮内 信・山田 茂治） 

電話：03-5445-2088 

 

富士通株式会社 

広報IR 室  片桐、平沢 

電話（直通）：03-6252-2174 

 

株式会社富士通交通・道路データサービス 

電話：03-6252-2360 

受付時間：9 時～17 時00 分（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 
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≪≪お客様お問い合わせ先≫ 

川崎地質株式会社 戦略企画本部（担当：沼宮内 信・山田 茂治） 

電話：03-5445-2088 

受付時間：9 時～17 時00 分（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 

 

富士通株式会社 

富士通コンタクトライン（総合窓口） 

電話：0120-933-200 

受付時間： 9 時～17 時30 分（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 

 

株式会社富士通交通・道路データサービス 

電話：03-6252-2360 

受付時間：9 時～17 時00 分（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）  


